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第36期第19回常任理事会議事録 

 

日 時：2012年3月15日(木）13時30分～16時10分 

会 場：日本気象学会事務室（気象庁8階） 

出席者：新野，藤谷，経田，近藤，佐藤，徳廣，中村，藤部，以上8名（常任理事現在数13名） 

欠席者：岩崎，田中，中島，三上，余田，以上5名 

その他の出席者：田沢，萩原，渡辺（事務局） 

議 事 

１．第36期第18回常任理事会議事録の確認 

２．会員の新規加入等について 

新入会員11，退会9を全会一致で承認．2012年3月13日現在，会員数3,743名で通常会員は1,054名．次回

以降、常任理事会資料には退会者リストも加えることとした． 

３．2012年度支部独自活動及び2012年度予算 

標記の件について検討した． 

４．各委員会からの報告 

庶務… 

1）転載許可 

①申請者：P. L. Read 

転載元：Matsuno, T. (1966) Quasi-geostrophic motions in the equatorial area, J. Meteor. Soc. 

Japan, 44, 25-43, Fig. 4(a) and Fig.6(c). 

Yamamoto, M. (2003) Gravity waves and convection cells resulting from feedback heating of  

Venus’ lower clouds, J. Meteor. Soc. Japan, 81, 885-892, Fig. 2(b). 

転載先：「Towards understanding the climate of Venus. Applications of terrestrial models to our  

sister planet」，Authors: P. L. Read，Publisher: Springer 

②申請者：藤部文昭 

転載元：Fujibe, F. and T. Asai, 1984; A detailed analysis of the land and sea breeze in the Sagami  

Bay area in summer. J. Meteor. Soc. Japan, 62, 534-551，Fig.8 の右下部分 (p.541) 

栗田秀實，植田洋匡，光本茂記, 1988: 弱い傾度風下での大気汚染の長距離輸送の気象学的構造. 天 

気, 35, 23-35， 第 2 図の b と d (p.25) 

藤部文昭, 1998: 関東内陸域における猛暑日数増加の実態と都市化の影響についての検討. 天気, 45, 

643-653， Fig.5 の左部と中央部 (p.646) 

菅原広史, 成田健一, 三上岳彦, 本條 毅, 石井康一郎, 2006: 都市内緑地におけるクールアイラン 

ド強度の季節変化と気象条件への依存性. 天気, 53, 393-404，第 7 図 (p. 399) 

藤部文昭, 2012: 観測データから見た日本の都市気候. 気象研究ノート, (224), 1-23， 図1.19 (p. 15) 

転載先:「都市の気候変動と異常気象」，藤部文昭著，朝倉書店，2012 年 4 月刊行予定 

③申請者：宇田川真之 

転載元：宇田川真之，聴覚障害者向け気象災害情報 FAX 送信支援システムの試作，2010 年度秋季大 

会講演予稿集，175P 
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転載先：「DRI 調査研究レポート 平成 22 年度 

研究論文・報告集」,公益財団法人ひょうご震災記念 21 世紀研究機構人と防災未来センター発行 

2）後援名義等使用依頼受付 

①名称：第 40 回可視化情報シンポジウム 

主催：可視化情報学会 

期日：2012 年 7 月 24 日～25 日 

場所：工学院大学新宿校舎 

名義：協賛 

②名称：第 8 回 SPIE アジアパシフィックリモートセンシング会議 

主催：国際光工学会 

期日：2012 年 10 月 29 日～11 月 1 日 

場所：国立京都国際会館 

名義：後援 

3）その他 

・2 月 27 日：全国公益法人協会相談会出席 

  ・3 月 5 日：「原子力関連施設の事故発生時の放射性物質拡散への対策に関する提言」を 8 機関の長宛に 

発出 

 ・3 月 9 日：公益認定等委員会相談室出席 

 ・3 月 12 日：37 期役員候補選挙当選者開票･告示 

・3 月 13 日：文科省から「新公益法人への移行の準備状況アンケート」が届き、回答する。 

・3月14日：郵便事業株式会社から第三種郵便物の定期調査等に関する正式文書が届く。 

会計…2012年2月分の収支及び現預金検査報告． 

天気…Vol.59 No.3（2012年3月号）の掲載記事と，Vol.59 No.4,5（2012年4,5月号）の予定記事の報告． 

気象集誌…オンライン・ジャーナル分のISSN登録番号取得の報告． 

・科学研究費補助金の運用変更に伴う日本地球惑星科学連合の電子ジャーナル創設の見通しが報

告され，学会の電子ジャーナルとの関係と貢献のあり方について検討した． 

SOLA…論文賞を決定したことが報告された． 

講演企画…2012年度春季大会の準備状況の報告． 

総合計画…公益社団法人移行について 

公益認定等委員会並びに全国公益法人協会に相談した結果が報告された．公益認定等委員会相談

窓口担当者からは、新定款案等については大きな指摘事項はなく、この方向で、申請作業を進め

るようにとの助言があった。 

電子情報…新ホスティングサービスによる学会HPを3月末までに開始する予定であることが報告され

た． 

５．その他 

国外在住会員より，終身会員制度の有無の問い合わせあり．高年会員に需要があると考えられ，引き続

き検討することにした． 
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平成24年4月13日 

社団法人日本気象学会 

議 長 新野  宏 

署名人 藤谷徳之助 

署名人 経田 正幸 

 


